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特定の問題を解くことに特化した非万能型量子計算機が注目を集めている。その中でも、

量子ウォークシミュレーター（QWS）は、光学系での実装が比較的たやすく、損失耐性もあ

ることから、量子光学的手法によって実験的研究が精力的に行われている[1]。特に、導波路

カプラを用いた大規模連続時間QWSが注目を集めており、これまでに、シリカ平面導波路、

窒化シリコン導波路を用いるアプローチが報告されているが、プラズモン導波路によるア

プローチは報告されていない。今回、我々は長距離伝搬型プラズモンポラリトン（LR-SPP）

導波路による導波路カプラを試作し、それによる QWS の実現可能性を調べた。 

 LR-SPP 導波路は金属コアの上下を誘電体クラッドで挟み込むことで実現する。先行研究

では、ポリマーをクラッドに使用し、コアを幅 3 µm、厚さ 14 nmの金（Au）ストリップと

することで伝搬損失 0.174 dB/mm、結合損失 6.8 dBを達成した例[2]や幅 10 µm、厚さ 15 nm

のAuストリップコアで伝搬損失 0.3~1.2 dB/mm、結合損失 3~10 dBを達成した例[3]がある。

我々は、幅 8 µm、厚さ 20 nmの Auストリップをコアとし、クラッドにポリマー（ZPU12-

450）を用いてデバイスを作成したところ、伝搬損失 1.8 dB/mm、結合損失 5.8 dBを得た。

今回作成したデバイスの伝搬損失は先行研究のそれらよりやや高いものの、今後作成手法

を見直すことで改善できると考えられる。 

次に、2 本の Au ストリップを水平に 2 µm のギャップを設けて並べた素子を作製した。

この素子にレーザ光（波長 1550 nm）を入射し、素子出力端からの出力光強度分布を測定し

た。Fig.1 に実験結果を示す。先ず、二本の導波路のうち左側の導波路にレーザ光を入射し

た場合は、光入射した導波路とは逆の（近接する右側の）導波路からの光出力が支配的であ

った。この現象は光入射する導波路を逆に変えても観測された。これらの結果から、作製し

た素子は 2×2導波路カプラとして動作していると定性的に判断できる。発表では、より定

量的な評価に加え、QWS に向けた N×N プラズモン導波路カプラの性能評価に関して報告

する予定である。 

 

Fig.1 Output power from plasmon waveguide 

coupler. 
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